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　皆さん、こんにちは。今日のテーマは、日本は
アジアの中でどう自分たちの位置を自覚し、理念
と展望を持つかということです。私は大学で人類
学の研究をしながら、もう一つの専門に韓国を選
びました。私が誰もやらない韓国の研究をやる
といったとき先生は大変喜んで、日韓国交回復後
間もない中、私のためにソウル大学から３人の客
員教授を呼んでくださいました。大学院のあと
すぐ助手になり、１９７１年から毎年、韓国の農村に
行っておりました。そういう恵まれた環境で４０数
年韓国研究をやってきました。
　その頃の韓国は、戦後初めて日本から来た若
者には厳しい環境でしたが、私には知的な刺激に
あふれていました。農村の家はほとんど藁葺で、
土と木と石で出来ており、鉄は釜と農機具３種類
だけ。韓国研究は白紙の状態でしたから昔のメ
キシコや中国の農村と比較して自分の頭で考え
ながらやっていく、そんな研究スタイルでした。
　本日のテーマでいいますと、日本人には見えに
くい問題がたくさんあることをまず我々は自覚
すべきだと思います。特に韓国とは驚くような違
いがあります。日本はある所に住めば、私はこの
街が好きだとか言って、そこに長く住みますね。
地域は重要な意味を持つわけです。しかし韓国
では地域というのはあまり意味がない。人は自由
で、その時その時、自分の都合のいいところに身
を移します。場所とかモノとか職場に拘ることに
はむしろ否定的です。職業や技も二次的なもので、
内面的、精神的な思想や理念を重視し、それを言
葉で表明することが大事なんです。経済でもそ
れが表れてきます。日本の場合、経済は地域と不
可分で、経済は地域において実現されると思うん

ですが、逆の立場から
は経済は数字であり
地域はむしろ妨げと
考える。実際、そうい
う経済観を持てばス
ピーディーで的確な
判断ができます。しか
し着実性とか持続性
は弱い。ですからこれ
は人の生き方とも関係します。
　日本ではモノに詳しいことを評価しますが、
韓国ではむしろマイナス。焼き物一つを見ても、
日本人は手に取って、この釉薬は、なんて薀蓄
を語る。韓国ではそういったモノと人の関係に
精神性を見ませんが、日本ではお茶やお花のよ
うに精神性はモノを通して表現されます。これ
は論理的に説明しにくいことです。つべこべ言
わずに手を動かせと職人の親方が叱りつける
ように。
　現代の国際社会で、例えばJICAの人たちが
国際的なコンセッショナリーでプランを出すと、
理論性がないと言われてしまう。しかしJICA
の青年海外協力隊なんて、まさに実践と具体
的な経験の蓄積ですね。しかもそれは開発途
上国の人たちにとって非常になじみがある。で
すから日本が論理性の欠如を一方的に否定さ
れるだけじゃなくて、それを受け止めながら、日
本人の生きざまの持つ意味、普遍性を自覚して
それを生かすのが、日本人が生きていける道だ
と考えています。
　これは韓国研究を通して私が到達したもの
です。
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第１１回RYLAセミナー報告

　今回、私はこのRYLAのセミナーに参加させていた
だいたことで、普段の生活ではできないことを経験し、
さまざまな分野で活躍しているRYLAのセミナーで
出会った仲間との交流を経て、これまでにはなかった
高い志を持つことができました。
　１日目のオリエンテーションや、交流の場では緊張し
てほとんど話すことができませんでしたが、２日目のケー
ススタディでは、学歴や地位にかかわらず、平等な立場
として社会人やほかの大学の方たちと話をさせてい
ただけたので、緊張がほどけていつも以上に話し合い
に積極的に参加することができ、また、多くの発見を
することができました。
　最終日には、４名のゲストスピーカーによる講演を
聞いて、それぞれが考えたことやこれまでの経験をも
とに、ほとんど徹夜でグループディスカッションを行い、
「トップリーダーとはいかにあるべきか」というテーマ
についての発表を行いました。ステージに立って目上
の方にスピーチをするのが初めてだったので、足が震
えるほど緊張しましたが、６人で協力して作り上げたプ
レゼンテーションを発表することは、とてもやりがいの
ある充実した時間でした。
　このRYLAセミナーで学んだことを忘れずに、今後
の活動に役立てていきたいと思います。

武蔵野大学　田島　優 武蔵野大学　山口　佳輝

ロータリー青少年指導者養成プログラム（RYLA）は、ロータリーが実施する若者たちのための研修プログラムで、青少
年にリーダーシップ、良き市民、人間としての成長を促すものです。当クラブは、RI第２７５０地区の本年度のセミナーに、石
上会員の推薦による武蔵野大学の学生２名の研修を支援しました。

　今回、私は本セミナーに参加する事で２つ、大きな成
果を得られた、と考えています。

　１つ目は視野が広がった、
という事です。例えばあ
る講演で「辞めない責任
の取り方」という事を仰っ
ている方がいました。そ
れまで私は「何か問題が
発生したらトップが責任

をとって、潔く辞めるべき」と考えていましたが、この
言葉と説明でいかに自分の考えが甘いものだったかと
いう事に気づくことができました。またディスカッショ
ンでは議論が白熱し、最終的に自分がこれまで考え、大
学で学んできたリーダーシップは「手段」でしかない事
に気づき、自分の中のリーダーシップ像が変化しました。
他にもこのような事は多くあり、言いだしたらきりがあ
りません。本セミナーの至る所で新しい発見があり、そ
れらが自分の視野を大きく広げてくれたと思います。
　２つ目は自信がついた、という事です。最終日のプレ
ゼンテーションは講堂で行われたのですが、今までこ
のような場所でプレゼンしたことがなかった為、やりきっ
た時に自信がつきました。
　このようにこの３日間は常に刺激的で、得た事は非
常に大きなものとなりま
した。ここで得た事全て
を忘れないよう深く刻み
つけ、今後にもいかして
いきたいと思います。




